
























































































は生活を「本質的に豊かに」（本書 : 5）5 するものとして定義しており、自主性を発揮す
る機会を与えられる価値や、生活的価値を含むものとしていることは特筆すべきであろう。
2.2　本書の紹介
　本書は序章と結章を含む 14 章で構成されている。その中でも、第 1 章から第 5 章が 
「第Ⅰ部　地域発の取り組み事例：マーケティング要素視点から」、第 6 章から第 8 章が 
「第Ⅱ部　地域活性化のマネジメント」、第9章から第12章が「第Ⅲ部　総合的な展開事例」、














































ンド（「地域の歴史・文化を生かした空間・環境を創造する」）（いずれも本書 : 8）とに分割して、1 章
から 2 章で解説しているほか、価格政策に関しては議論を行っていない。　
8　顧客ロイヤリティとは、「ある製品サービスを再購入や再利用しようとするコミットメント」（Kotler, 









































































3 章で言及されている SASEBO 時旅の一部プログラム（郷土料理づくり体験など）、第 9 章で言及され
ている小布施町（栗栽培、古い町並みの再現）などが挙げられる。
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